
 

(1)             (2) 

下のような図になります。 

水の体積＝底面積 x高さ 

立方体の底面積は 

 20×20=400(cm3) 

1000cm3=1L ですから 

5.4 L 3 cm 

160 cm2 5400÷1000＝5.4 L 

底面積×15＝2400 より 

底面積＝2400÷15 

     ＝160 (cm2) 

(3) 

□＝1200÷400 

  ＝3 (cm)水の深さ 



 

水の体積＝底面積×高さ より， 

(2) 面 ABCD を下にして水を氷らせて，また元のように倒すと下の図のようになります。 

（注）実際のテストでは横倒した図はかけないので，上のように氷らせたイメージにする。 

 

（ア）の部分の体積・・20×18×30＝10800 (cm3) 

（イ）の部分の体積・・12600－10800＝1800 (cm3) 

△＝1800÷(15×20)＝6 (cm) 

            ↓ 

水の深さ・・18＋6＝24 (cm) 

24 cm 

12.6 L 



 

(1)グラフより，A 管から 

４０分で  

1200－400＝800L 

入っていることがわかりま

す。 

40 分で 800L ですから 

1 分で 800÷40＝20 L 

入ります。 

 

20 L 

(2) 

グラフより 

 60－40＝800L減っています。 

20 分で 800L 減る 

    ↓ 

1 分では 800÷20=40L 減る 

入るより減る方が多いので 

 B－A＝４０(L/分)減る。 

したがって， 

 B－20＝40 なので， 

 B＝40＋20 

  ＝60(L/分)・・・B 管から

1 分間に出る量 

60 L 

(3) 

1200L あった水を 1 分間に

40L ずつ減らしていきますか

ら 

 1200÷40＝30(分) 

A 管を開いて何分？ 

ですから， 

 40＋30＝70(分後) 

70分後 



 

図 1 より，水そうの上の部分の体積が分かります。また，1分間に入る水の量も分かっ

ているので，上の段がいっぱいになる時間が分かります。 

上の部分の体積・・ 

1分間に 24L ずつ入りますから 

 

⇒ 720L 

下の段に入れた時間は 6 分ですから， 

下の部分の体積は 24×6＝144 L 

144000 cm3 

ウの高さは合計ですから 

    30＋90＝120 (cm)・・・(ウ) 

ア・・6  イ・・30  ウ・・120 

60×80×▲＝144000 

▲＝144000÷4800 

 ＝30 (cm)・・・(イ) 

36－30＝６ (分)・・(ア) 

 



 

(1) 

A の部分で，ついたての

高さまで水がたまるのに

8 分かかっています。 

A の部分の底面積は 

したがって， 

ついたての高さは， 

72000 ÷ 2400 ＝ 30 

(cm) 

30 cm 

60 cm 

33 分 20 秒後 

(3) 

ついたてがあってもなくても 

水そうに入る水の量は変わり

ません。 
水そうの容積は 

毎分 9000cm3 で水が入りま

すから， 

100×60×50＝300000 (cm3) 


